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▼
期
日　

毎
月
第
１
水
曜
日 

※
た
だ
し
５
月

お
よ
び
平
成
24
年
１
月
は
第
３
水
曜
日

▼
場
所　

埼
玉
県
加
須
保
健
所 

小
会
議
室（
加

　

須
市
南
町
５―

15
）

▼
対
象　

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
お
お
む
ね

18
歳
以
上
の
方
お
よ
び
そ
の
家
族
・
関
係
者

▼
担
当
者　

心
理
士
、
同
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
担
当
職
員

▼
費
用　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

実
施
日
の
１
週

　

間
前
ま
で
に
電
話
で
同
保
健
所
保
健
予
防
推

　

進
担
当
☎
０
４
８
０―

６
１―

１
２
１
６

加
須
保
健
所　

　
　
　

ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

行
田
市
民
大
学
グ
ル
ー
プ
が
研
究
発
表

　

「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
大
学
」
を

目
指
し
て
開
校
し
た
行
田
市
民
大
学
で
は
、

受
講
生
が
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
自
主
的

に
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
３
月
２
日
に

も
の
つ
く
り
大
学
で
発
表
し
ま
し
た
。　

　

午
前
は
１
学
年
６
グ
ル
ー
プ
、
午
後
は
２

学
年
７
グ
ル
ー
プ
の
合
計
13
グ
ル
ー
プ
が
、

行
田
の
偉
人
や
忍
城
な
ど
の
歴
史
、
ご
当
地

検
定
や
食
育
に
関
す
る
紙
芝
居
な
ど
の
教
育
、

川
や
水
な
ど
の
環
境
、
行
田
の
魅
力
を
伝
え

観
光
客
の
誘
致
を
図
る
な
ど
の
観
光
、
高
齢

者
福
祉
な
ど
の
福
祉
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
つ
い
て
発
表
し
、
お
互
い
の
研
究
内

容
に
つ
い
て
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
３
月
に
卒
業
し
た
行
田
市
民
大

学
第
１
期
生
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
生
涯
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
財
情
報
バ
ン
ク
に
登
録

す
る
方
も
お
り
、
行
田
市
民
大
学
で
得
た
地

域
愛
と
熱
意
を
持
ち
、
地
域
で
活
躍
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
行
田
市
民
大
学
第
３
期
が
４
月

27
日
㈬
か
ら
開
か
れ
ま
す
が
、
定
員
に
若

干
の
空
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
生
涯
学
習
担
当

　

☎
５
５
６―

８
３
１
９

▶場　　所　保健センターほか　※1回目は「VIVAぎょうだ」調理室
▶対　　象　市内在住で修了後ボランティア活動が可能な女性
▶定　　員　20人（先着順）
▶費　　用　1,500円（テキスト代、材料費）
▶持 ち 物　健康手帳、筆記用具、エプロン、三角巾、スリッパ
▶申し込み・問い合わせ　4月28日（木）までに電話で保健センター
　　　　　　☎553ー0053

　食生活改善推進員は、健康づくりのために地域の人たちと食事作りを考え、よりよい食生活をすすめるためのお手
伝いをしています。また、田んぼアートや農業祭などの市のイベントに参加したり、毎月、健康的な食事についての
調理実習を行っています。
　食生活改善推進員養成講座に参加して食に関する知識と技術を学んでみませんか。

食生活改善推進員養成講座食生活改善推進員養成講座食生活改善推進員養成講座

回 日　　　時 内　　　容

１
  ５月11日(水)
  午前９時30分～午後１時30分

  開講式　オリエンテーション 
  調理実習（栄養士）

２
  5月18日(水)
  午後１時30分～３時30分

  糖尿病予防教室
  （医師、栄養士）

３
  ５月27日(金)
  午後１時30分～３時30分

  糖尿病予防教室
  （歯科医師、栄養士）

４
  6月１日(水)
  午前９時30分～正午

  糖尿病予防教室
  （運動指導士）

５
  ７月15日(金)
  午前９時30分～11時30分

  ブラッシング教室
  （歯科衛生士）

回 日　　時 内　　　容

６
  ８月３日(水)
  午後１時30分～３時30分

  薬の講座（薬剤師）

７
  10月５日(水)
  午後１時30分～３時30分

  血液サラサラ教室（医師）

８
  10月18日(火)
  午前９時30分～11時30分

  血液サラサラ教室（栄養士）

９
  12月14日(水)
  午後１時30分～３時30分

  大腸の病気（医師）

10
  平成24年２月14日(火)
  午後１時30分～４時

  栄養講座（栄養士）
  閉講式



アイドリング・ストップの実施が
義務付けられています

地デジの準備お願いします
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　エコライフＤＡＹとは、省エネ・省資源など環境に配慮した一日を
送り、簡単なチェックシートで温室効果ガスである二酸化炭素の削減
量を把握し、ライフスタイルを見直すきっかけを作る取り組みです。
　市では、市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、平成22
年12月６日から12日の期間内の一日について実施しました。また、
エコライフＤＡＹ実施の募集をしたところ、３団体（二持田第一自治
会、第二旭自治会、満願衛生協力会）から応募があり、それぞれ期間
を設定し、実施していただきました。
　今回のエコライフＤＡＹにより削減できた二酸化炭素の量は
8,226,032gとなりました。これは3,488リットルのガソリンを燃
焼させたときに排出する二酸化炭素の量と同じです。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556－9530

参加区分　※1 参加数 (人 ) 二酸化炭素
削減量 (g)

一人当たりの
削減量 (g)

小学校低学年
（1〜3年生）

児童 1,952 700,693 359

家族、教職員 3,616 1,153,993 319

小学校高学年
（4〜6年生）

児童 1,983 1,684,905 850

家族、教職員 2,544 2,195,968 863

中学校
生徒 1,674 1,424,189 851

家族、教職員 636 539,737 849

一般 ※ 2 169 125,976 745

市役所 職員など 568 400,571 705

合　　計 13,142 8,226,032 626

※１  参加区分によってチェック項目が異なります。
※２  応募された３団体の合計です。団体別の結果は市ホームページで公開しています。

　自動車は、私たちの生活や事業活動にとって欠かすこ
とのできない便利な乗り物ですが、一方で排気ガスによ
る大気汚染や騒音などさまざまな影響を及ぼしていま
す。埼玉県生活環境保全条例では、アイドリング・ス
トップの実施が次のとおり義務付けられています。

①自動車などの運転手、自動車などを使用する事業者に
対し、駐車時または停車時のアイドリング・ストップ
の順守が義務付けられています。

【例外となる場合】
　・信号待ちなど道路交通法の規定により停車する場合
　・交通の混雑その他交通の状況により停車する場合
　・人を乗せ、または降ろすために停車する場合
　・貨物自動車の冷蔵装置などの動力としてエンジンを
　　使用する場合
　・緊急自動車を緊急用務のために使用している場合
　・その他やむを得ないと認められる場合

②駐車場（20台以上収容または面積500平方メートル以
上）の設置者および管理者に対し、施設利用者へのアイ
ドリング・ストップの周知が義務付けられています。

③冷凍や保冷などが必要な荷物の積み降ろしをする施設
（冷凍食品などを扱う事業者、トラックターミナル、
配送センター、流通団地など）の設置者は、アイドリ
ング抑制のために、外部電源設備を設置するよう努め
なくてはなりません。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556－9530

　市では、河川の水質向上のため、し尿のほかに台所・洗濯・風呂などの
生活雑排水を併せて処理する家庭用の合併処理浄化槽の転換設置に対して
補助金を交付しています。

▶補助金受給対象
・単独処理浄化槽またはくみ取り便槽から転換して合併処理浄化槽を設

置する方
・行田市生活排水処理基本計画における浄化槽整備区域に合併処理浄化

槽を転換設置する方
・主として住居を目的とした住宅（小規模小売店などを併設した住宅を含

む。ただし居住部分の床面積が全体の床面積の２分の１以上）に合併処
理浄化槽を転換設置する方

・住宅を借りている場合、賃貸人から合併処理浄化槽の転換設置の承諾
が得られた方

・補助金申請時に設置工事に着手していない方
▶補助金額

▶その他
・予算の範囲内の補助となりますので、年度途中で終了する場合があります。
・きれいな河川をよみがえらせるため、保守点検・清掃以外に法律で定

められている法定検査（7条・11条）を受けてください。
▶申し込み・問い合わせ　環境課環境政策担当☎556－9530

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象　

・
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
電
力
を

供
給
す
る
目
的
で
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上

の
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

・
建
築
基
準
法
、
都
市
計
画
法
な
ど
の
違
反

の
な
い
方

・
行
田
市
住
宅
改
修
資
金
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方

▼
補
助
金
額　

１
件
８
万
円

▼
申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
４
月
１
日
㈮
～
12
月
28
日
㈬
に
直
接
環
境

課　

※
補
助
金
制
度
の
案
内
お
よ
び
申
請
書
は

同
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他　

必
ず
工
事
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま
す

の
で
、
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
受
付
期
間
中

で
も
終
了
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
環
境
政
策
担
当
☎
５
５
６

―

９
５
３
０

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

合併処理浄化槽の設置に補助金を交付しています

　区　　　分 交付金額（上限）

転　　換
  5人槽 332,000円
  7人槽 414,000円
10人槽 548,000円

処 分 費
既存単独処理浄化槽  90,000円
既存くみ取り便槽  60,000円

配 管 費  100,000円



■2011.4.1  ■行田市役所／TEL556-1111

19

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量

化
を
図
る
た
め
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を

行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

品
物
は
無
料
。
登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
幼
児
用
風
呂
い
す　

▽
テ
レ
ビ
ボ
ー
ド
（
大

型
）
▽
洋
服
た
ん
す　

▽
整
理
た
ん
す　

▽
子

ど
も
用
自
転
車

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
電
子
ピ
ア
ノ　

▽
自
転
車
（
大
人
用
）
▽
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
（
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
付
き
）
▽
パ

イ
プ
ベ
ッ
ド　

▽
学
習
机　

▽
臼　

▽
石
油
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー　

▽
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー　

▽

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
乳
児
・
幼
児
用
）
▽
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ　

▽
カ
メ
ラ
（
一
眼
レ
フ
）
▽
家

庭
用
耕
運
機　

▽
テ
レ
ビ
（
地
デ
ジ
対
応
液

晶
・
20
イ
ン
チ
以
上
・
地
デ
ジ
）
▽
電
気
炊
飯

器　

▽
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー　

▽
ミ
キ
サ
ー

▽
も
ち
つ
き
機　

▽
冷
蔵
庫
（
２
０
０
リ
ッ
ト

ル
以
上
）
▽
ギ
タ
ー　

▽
テ
レ
ビ
ボ
ー
ド　

▽

電
子
レ
ン
ジ　

▽
食
卓
テ
ー
ブ
ル

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当

　

☎
５
５
６―

９
５
３
０　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３―

０
７
９
２

不
用
品
情
報

　

児
玉
テ
レ
ビ
中
継
局
エ
リ
ア
内
に
お
い
て
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
ア
ン
テ
ナ
で

見
て
い
る
際
、
他
の
電
波
か
ら
の
混
信
に
よ
り

映
像
が
静
止
し
た
り
、
乱
れ
た
り
す
る
受
信
障

害
現
象
が
一
部
の
地
域
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
総
務
省

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

デ
ジ
サ
ポ
埼
玉
☎
０
４
８―

　

６
１
０―

８
０
８
０

　

小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
４
月
18
日
㈪

か
ら
28
日
㈭
ま
で
、
焼
却
施
設
の
補
修
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
燃
や
せ
る
ご
み
の

直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

彩
北
広
域
清
掃
組
合
☎
５
５

　

９―

３
６
４
１

▼
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平
成
２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
お
よ
び
平
成
２
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
次
に
該
当
す
る
方

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
24
年
３
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
方

▼
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

▼
試
験
日
【
第
１
次
試
験
】
６
月
12
日
㈰
【
第

２
次
試
験
】
７
月
19
日
㈫
～
26
日
㈫
の
第
１

次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時　

▼
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
を
４
月
14
日

㈭
ま
で
（
通
信
日
付
印
有
効
）
に
希
望
す
る

第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
国
税
局
・
沖
縄

国
税
事
務
所
に
提
出

▼
問
い
合
わ
せ　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

　

課
試
験
係
☎
０
４
８―

６
０
０―

３
１
１
１

　

（
内
線
２
０
９
５
・
２
０
９
７
）

▼
日
時　

４
月
24
日
㈰
午
前
10
時
、
午
後
１
時

▼
場
所　

防
衛
省
熊
谷
地
域
事
務
所　

▼
内
容　

種
目
説
明
、
面
接
指
導
な
ど　

▼
対
象　

中
学
生
～
26
歳
の
方
お
よ
び
そ
の
保

護
者
な
ど　

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

同
事
務
所
☎
５

　

２
２―
４
８
５
５
（
〒
３
６
０―

０
０
３
７

熊
谷
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▶申込受付期間
 【持参・郵送】4月14日（木）まで※期間内消印有効
 【インターネット】4月13日（水）午後５時まで
▶受付場所　埼玉県警察採用センターまたは行田警察署
▶第1次試験日　5月8日（日）
▶試験会場　芝浦工業大学(さいたま市見沼区深作307)、文教

大学(越谷市南荻島3337)、埼玉県警察学校(さいたま市北区
植竹町1－804)

▶種　　目　教養試験(国際捜査Ⅰ類は専門試験Ⅰ)、論文
▶問い合わせ　同センター☎0120－373－514または同警察
　署☎553－0110

平成23年度第１回埼玉県警察官採用試験

試験区分 受験資格
(　) 内の年齢は平成23年4月1日現在

Ⅰ類   昭和56年4月2日以降に生まれ(29歳まで)、大学卒業 
  (見込み)の方または同等の資格があると認められる方

Ⅱ類
  昭和56年4月2日から平成4年4月1日までに生まれ (19
  ～29歳)、短大・専修学校などを卒業(見込み)の方もしく
  は大学に２年以上在学し、62単位以上取得（見込み）の方

Ⅲ類   昭和56年４月２日から平成５年４月１日までに生まれ
  (18～29歳）、Ⅰ類・Ⅱ類に該当しない方

国際捜査Ⅰ類   Ⅰ類の受験資格を有し、語学(英語、韓国語)が堪能な方

武道・体育
指導Ⅰ類

  Ⅰ類の受験資格を有し、柔道または剣道の卓越した技
  術を有する段位4段（卒業見込みの方は3段）以上の方
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い
　合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたい
とき

 ・行田市消防署　☎556－2090
 ・埼玉県救急医療情報センター  ☎048－824－4199

◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
　窓口につながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

期　日 医療機関名

  4月17日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

  4月24日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  4月29日（金） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  5月  1日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  5月  3日（火） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  5月  4日（水） 行 田 中 央 総 合 病 院

  5月  5日（木） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  5月  8日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  5月15日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　4月19日（火）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年1月1日～15日生まれのお子

　さん
　②受付日時　5月10日（火）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年1月16日～31日生まれのお子

　さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ
　月未満）は、この機会に受けてください。

ポリオ予防接種　　
　受付日時　４月21日(木)・25日(月) 午後1時30分～

2時20分
　対　　象　平成22年７月・８月・９月生まれのお子さん
　　　　　　対象児以外でまだ受けていないお子さん

（７歳６カ月未満）は、この機会に受けて
ください。なお、ワクチンの準備などがあ
りますので、事前にご連絡ください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　受付日時　5月10日（火）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　5月10日（火）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成22年11月15日～12月14日生まれの

お子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　4月26日（火）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　4月26日（火）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　4月26日（火）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

こころの相談（要申し込み）
　日　　時　４月21日(木)
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
　対　　象　いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方。

　そ の 他　随時、電話での相談もお受けします。

※いずれも場所は保健センター

歯周疾患検診
　いつまでも食べることの楽しみを持ち続けられるよう
に歯の喪失を予防しましょう

▶対　　象　次に該当する方　※ただし、歯周疾患で治
療中の方は対象外

　昭和46年4月1日～昭和47年3月31日生まれ
　昭和41年4月1日～昭和42年3月31日生まれ
　昭和36年4月1日～昭和37年3月31日生まれ
　昭和31年4月1日～昭和32年3月31日生まれ
　昭和26年4月1日～昭和27年3月31日生まれ
　昭和21年4月1日～昭和22年3月31日生まれ
　昭和16年4月1日～昭和17年3月31日生まれ

▶内　　容　歯肉の検査、口
こうくう

腔清掃状況の検査
▶費　　用　500円（70歳の方、生活保護受給者、市

民税非課税世帯の方は無料）
　※事前に保健センターへ問い合わせください
▶実施期間　６～12月
▶申し込み　４月25日(月）から直接、電話またはFAXで

保健センター　
※FAXの場合は、住所、氏名、生年月日、電話番号、

検診名を明記してください。申し込み後、歯周疾患
検診受診票と指定歯科医院一覧を送付しますので、
指定歯科医院へ予約し、受診してください。
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

妊婦健康診査の公費負担を拡充しました
これまでとの変更点
⑴受診券１回分、助成券13回分
⑵ヒト白血病ウイルスー1型抗体検査を導入
⑶性器クラミジア核酸同定検査を導入

　平成22年度中に受診票・助成券の交付を受けた方のう
ち、平成23年３月15日以降が出産予定の方に「平成23
年度版妊婦健康診査受診票・助成券」を３月下旬に送付し
ました。
　なお、転入された方など、通知が届かない方は保健セン
ターへご連絡ください。

平成23年度 個別予防接種
（4月1日～平成24年3月31日）

糖尿病予防教室
～糖が高いのを放置していませんか～

　糖尿病は初期の段階では症状がなく、放っておいて症状
が悪化してしまう方がたくさんいます。そうなる前に正し
い生活習慣を身に付け、糖尿病を予防しましょう。

日　　時 内　　容 講　　師

 ５月18日(水)
 午後１時30分～３時30分

 糖尿病について
 食事についてPart①  医師、栄養士

 ５月27日(金)
 午後１時30分～３時30分

 糖尿病と歯周病の関係
 食事についてPart②  歯科医師、栄養士

 ６月1日(水)
 午前9時30分～正午

 糖尿病と運動
（運動実習）  運動指導士

※３日間1コース
▶場　　所　保健センター
▶対　　象　市内在住の方
▶定　　員　30人（先着順）
▶申し込み　４月15日(金)から直接または電話で保健センター

骨粗しょう症検診～あなたの骨は大丈夫？～
　カルシウム不足から骨の量が減少し､骨が折れやすくな
る骨粗しょう症｡早めに検診を受けて、自分の骨量を確認
しましょう。

対　　　　象 検　診　日

 次に該当する女性の方
 昭和46年４月１日～昭和47年３月31日生まれ
 昭和41年４月１日～昭和42年３月31日生まれ
 昭和36年４月１日～昭和37年３月31日生まれ
 昭和31年４月１日～昭和32年３月31日生まれ
 昭和26年４月１日～昭和27年３月31日生まれ
 昭和21年４月１日～昭和22年３月31日生まれ
 昭和16年４月１日～昭和17年３月31日生まれ

 ５月23日(月)
 午前９時～11時30分
 および
 5月24日(火)
 午後１時30分～３時

 上記以外の女性の方  ５月25日(水)
 午前９時～11時30分

▶場　　所　保健センター
▶検査方法　前腕のエックス線検査
▶定　　員　午前220人、午後130人（それぞれ先着順）
　　　　　　※30分ごとの時間予約制　　　　　
▶費　　用　500円（70歳以上の方、生活保護受給者、
　　　　　　市民税非課税世帯の方は無料）　　　　　　
▶持 ち 物　健康手帳
▶申し込み　４月25日(月)から直接、電話またはFAXで保健
　　　　　　センター

種　別 接種回数 対　 　象 定期接種年齢

三種混合（ジ
フテリア・百日
ぜき・破傷風）

１期初回
（３回）

 平成23年１月２日～平成24 
 年１月１日生まれの方

 ３カ月～７歳 
 ６カ月未満１期追加

（１回）

 １期３回目接種後６カ月以上 
 あける（標準は１年から１年
 半の間）。７歳６カ月未満まで

麻しん・風しん

第１期
（１回）

 平成22年４月２日～平成23
 年４月１日生まれの方  １～２歳未満

第２期
（１回）

 平成17年４月２日～平成18 
 年４月１日生まれの方

 年長児（就学 
 前の１年間）

＊第３期
（１回）

 平成10年４月２日～平成11
 年４月１日生まれの方

 中学１年生
 相当

＊第４期
（１回）

 平成５年４月２日～平成６年 
 ４月１日生まれの方

 高校３年生
 相当

二種混合（ジフ
テリア・破傷風）

２期
（１回）

 平成11年４月２日～平成12
 年４月１日生まれの方

 11～13歳未
 満

日本脳炎

１期初回
（２回）

 平成20年４月２日～平成21
 年４月１日生まれの方  ３～７歳６カ 

 月未満
 ９～13歳未満１期追加

（１回）
 １期２回目接種後おおよそ１
 年あける

２期
（１回）  ９～13歳未満の方  ９～ 13 歳未満

＊麻しん・風しん予防接種、第３期および第４期は平成20年度
　から平成24年度まで５年間の時限措置で実施されます。
＊今年度対象者以外の方で、定期接種年齢内の未接種者は、早
　めに接種を済ませてください。

▶期　　間　随時（一年を通して接種できます）
▶場　　所　①市内委託医療機関（通知に同封）
　　　　　　②県内の市外委託医療機関（かかりつけ医や

里帰り先が市外にある場合などに限る）
▶費　　用　無料
▶そ の 他　予診票のない方は母子健康手帳を持参のうえ

保健センターまでお越しください。
▶注　　意　定期接種年齢を過ぎると任意接種（自費）にな

ります。

楽しくストレッチ体操
　ストレッチ体操は、①老化の予防、②疲労の回復を早めて自
然治癒力を向上、③体の柔軟性を向上させて外傷を予防する 
など効果があります。
　この講座では、楽しく、簡単で安全にできる運動を学びます。

日　　時 内　　容 場　　所

 ６月２日(木)
 午前９時30分～正午

 姿勢のバランスチェックをしよう
 運動の効果を学ぶ
 ストレッチ体操①

 保健センター

 ６月15日(水)
 午前９時30分～正午  ストレッチ体操②  グリーンアリーナ  

 柔道場

 ６月21日(火)
 午前９時30分～正午

 ストレッチ体操③
（筋力をアップする運動）

 グリーンアリーナ  
 柔道場

▶講　　師　遠藤良子さん（健康運動指導士）
▶対　　象　市内在住で運動に関心のある方
▶定　　員　50人（先着順）
▶持 ち 物　運動しやすい服装、室内運動靴、飲み物、タ

オル、健康手帳、筆記用具
▶申し込み　５月２日(月)から直接または電話で保健センター



相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室   4月26日㈫  ※次回5月24日㈫の予約は 
  5月2日㈪から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 コミュ二ティセンターみずしろ   4月18日㈪、5月2日㈪　　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   4月17日㈰、5月6日㈮・15日㈰　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  4月15日㈮・18日㈪・19日㈫・21日㈭・
  22日㈮・25日㈪・26日㈫・28日㈭　 
  5月2日㈪・6日㈮・9日㈪・10日㈫・12日
  ㈭・13日㈮ 

  午前9時30分〜午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所   5月11日㈬　※予約制　   午後1時〜4時50分

（受け付けは午後1時〜4時）
埼玉県行政書士会北埼支部

☎554ー2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

  4月21日㈭・23日㈯　　　
  5月5日㈭・14日㈯  
  ※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます  

  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   4月15日㈮・19日㈫・22日㈮・26日㈫　
  5月6日㈮・10日㈫・13日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 荒木公民館   5月11日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   4月19日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   5月1日㈰　 　　   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   4月19日㈫・26日㈫　
  5月10日㈫　　   午後5時15分〜7時

談相種各 （4月15日〜5月15日）
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う
に
、
強
引
に
買
い
取
り
を

迫
っ
た
り
、
貴
金
属
の
本
来
の
価
格
よ
り
著
し
く

低
価
で
買
い
取
っ
た
り
す
る
業
者
が
多
く
、
後
か

ら
返
品
を
求
め
て
も
、「
す
で
に
金
属
を
溶
か
し

て
し
ま
っ
た
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
返
品
さ
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

ま
た
、
貴
金
属
な
ど
の
買
い
取
り
サ
ー
ビ
ス
は
、

消
費
者
が
業
者
に
代
金
を
払
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
受
け
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
業
者
が
消
費

者
の
自
宅
を
訪
問
し
て
契
約
し
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】　

①
買
い
取
り
業
者
に
訪
問
さ
れ
て
も
、
買
い
取
っ

て
も
ら
う
つ
も
り
が
な
い
な
ら
、
毅き

然ぜ
ん

と
し
た

態
度
で
断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
者
に
貴
金

属
な
ど
を
見
せ
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
一

度
業
者
に
見
せ
て
し
ま
う
と
、
断
る
の
が
さ
ら

に
難
し
く
な
り
ま
す
。

②
訪
問
し
た
業
者
に
退
去
す
る
よ
う
に
言
っ
て
も

居
座
っ
た
り
、
貴
金
属
な
ど
を
出
せ
と
強
く
迫

　

っ
た
り
す
る
な
ど
、
恐
怖
を
感
じ
た
と
き
は
警

察
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

③
強
引
な
買
い
取
り
を
行
う
業
者
も
多
い
の
で
、

業
者
に
買
い
取
り
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
家
族

や
近
所
の
人
に
も
同
席
し
て
も
ら
い
、
一
人
で

対
応
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
貴
金
属
な
ど
の
古
物
を
買
い
取
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
業
者
は
、
消
費
者
宅
で
買
い
取
り
を
行
う

際
に
「
古
物
商
許
可
証
」
ま
た
は
「
古
物
行
商

従
業
者
証
」
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

契
約
前
に
は
業
者
の
住
所
や
電
話
番
号
を
確
認

し
、
古
物
商
許
可
証
な
ど
の
提
示
を
求
め
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
要
求
に
対
応
で
き
な
い
業

者
と
は
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
貴
金
属
な
ど
の
買
い
取
り
業
者
の
強
引
な
勧
誘

を
受
け
た
り
、
不
安
を
感
じ
た
り
し
た
と
き
は
、

近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
０

　

４
８―

７
３
４―

０
９
９
９
ま
た
は
行
田
市
消

　

費
生
活
セ
ン
タ
ー（
生
活
課
内
・
内
線
４
９
５
）

ニ
度
と
取
り
戻
せ
な
い 

～
貴
金
属
な
ど
の
買
い
取
り
サ
ー
ビ
ス
～

くらしの 　　 番情報110
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開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
4月4日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪ 
5月2日㈪・6日㈮・9日㈪　　
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください　

　これまで視覚障害の方に限って行っていた録音資料の貸
し出しなどを４月１日から「活字による読書に障害のある
方」へ対象を広げて行います。
　サービスを利用する場合は、登録が必要ですが、登録の
手続きは家族などの代理人でもできます。
▶利用できる方　市内在住で次に該当する方  
・視覚障害のある方
・身体の障害などで、本をめくって読むことができない方
・本などの文字を読んでも、内容を理解することが難し

い方（学習障害など）など
《貸出資料》
　小説などの図書を朗読した録音資料（カセットテープ）
　※ない資料は全国の点字図書館や公共図書館から取り寄せます
《対面朗読》
　図書館所蔵資料の朗読をする対面朗読サービス（要予約）
　場　　所　図書館朗読録音室
　利用時間　開館時間内（１回の朗読時間は２時間以内）
　費　　用　無料

　このほか、録音図書、点字図書、大活字の本の貸し出し
も行っていますので、ご利用ください。

▶日　　時　４月16日（土）午後2時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　あかずきんちゃん ほか（60分）
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

　赤ちゃんの健やかな成長を願い、４カ月児健診に合わせ
て絵本を配布しています。
▶日　　時　４月26日（火）午後１時受け付け開始
▶場　　所　保健センター
▶持 ち 物　母子健康手帳

・日本の覚悟（櫻井よしこ）
・小指のおかあさん（玉田さとみ）
・ぎょうれつのできるはちみつやさん（ふくざわゆみこ）
・森のみずなら（高森登志夫）

　昭和34年に始まった「こどもの読書週間」。図書館で
は、子どもが素晴らしい本に出会えるように「おすすめの
本」の展示をしています。ぜひ親子で図書館に出かけてく
ださい。本から知識や楽しみが得られる図書館利用体験
は、子どもにとって生涯学習の基礎になるはずです。

▶日　　時　４月30日(土)午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　もも子、かえるの歌がきこえるよ。（80分）
▶内　　容　障害をもつ妹を思う兄の心の成長を中心に、

生きる喜びと悲しみを感動的に描いたアニメーション。
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

▶日　　時　４月20日（水）午前10時30分～11時
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
▶対　　象　2、3歳児と保護者
　
▶日　　時　４月23日（土）午前11時
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶対　　象　幼児　　
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　５月７日（土）午後2時
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしの会　
　
▶日　　時　５月14日（土）午後2時
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしポケット　

※会場は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時　５月13日（金）午後２時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム　
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おしゃべりインコの会

新着図書

定例子ども映画会

「こどもの読書週間」特別子ども映画会

移動図書館巡回日程

図書館の障害者サービスが広がります

4
月
20
日
（水）

須
加
小

4
月
22
日
（金）

埼
玉
小

4
月
27
日
（水）

北
小

4
月
28
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

5
月
6
日
（金）

太
田
西
小

5
月
11
日
（水）

星
宮
小

5
月
12
日
（木）

泉
小

5
月
13
日
（金）

太
田
東
小

※変更となる場合もあります

ブックスタート

こどもの読書週間（４月23日～５月12日）

読み語りの会

おはなし会
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　２月17日、下忍小学校タグラグビーチーム「サム
ライ・フォックス」が全国大会出場の報告のため、市
役所を訪れました。
　埼玉県の代表として１月23日に行われた中関東大
会に出場した同チームは、千葉県、茨城県の代表チー
ムに見事勝利し、全国大会への切符を獲得。選手らは
「今後も練習に励み、多くの方からの声援に応えたい」
と全国大会へ向けての抱負を語っていました。

下忍小「サムライ・フォックス」が
全国大会出場を報告

忍城水攻めの魅力を
ラジオで放送

　３月６日、さきたま古墳公園で、ＮＨＫさ
いたま放送局主催による公開生放送「戦国体
感！忍城ラジオ攻め」が行われました。
　ペットボトルを使ったほら貝作りなどが行
われた午前中に続き、正午過ぎから始まった
公開生放送では、小説「のぼうの城」著者の
和田竜さんのほか、タケカワユキヒデさん、

北陽、松村邦洋さん、小日向えりさん
が出演。それぞれが忍城水攻めについ
て議論を交わし、来場者に意見を聞く
など、石田三成が陣を敷いた丸墓山古
墳を横に、会場にいる誰もが当時の戦
いの様子を想像しているようでした。こ
のほか、自前の甲冑や着物を着て、そ
の美しさを競う武将・姫君姿お披露目
合戦に参加した方が紹介されたり、来
場者らがダンボールや発泡スチロール
を使って完成させた忍城が披露された

りしました。
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寂しさ残るも
元気に泳ぐサケに歓声

社会のしくみを学んだ
子ども大学ぎょうだ学園祭

　２月17日、利根大堰下流の利根川河川敷でサケ
稚魚放流会が行われ、南河原小学校５年生が参加し
ました。
　サケが戻ってくる川をきれいにしようと行ったご
み拾いに続き、自宅などで育てたサケの稚魚を放流。
児童らは、稚魚との別れに寂しさを感じつつも、元
気に川を泳ぎ出す姿に歓声を上げていました。

　３月５日、商工センターで子ども大学ぎょうだの学園
祭として、こどものまち「ミニぎょうだ」が開催されま
した。
　同大学の修了生29人が「おもてなし隊」となって、
ゼリーフライや団子の販売、古代人の服を着用体験でき
る店など行田らしい店全11店舗を運営。客として参加
した市内の小学生約90人を気持ちよく迎えた修了生
は、この学園祭を通して社会のしくみを学び、コミュニ
ケーション力を身に付けることができたようです。

　２月18日、見沼中学校調理室で同中学校３年生
による豆腐作りが行われました。
　同校では、豆腐の原料である行田在来青大豆を栽
培・収穫・調理・消費することで生徒に地産地消を
体験させ、生産者への感謝の心を育むなどの食育に
取り組んでいます。くらしの会の皆さんの丁寧な指
導を受け、生徒らは不慣れな手つきながらも豆腐づ
くりに取り組み、出来たての豆腐をおいしそうにほ
お張っていました。

　忍城おもてなし甲冑隊が市立保育園で折り紙教室
を行い、2月23日に長野保育園を訪問しました。
　同甲冑隊による華麗な演舞が披露されると、園児
らは感激した様子で武将らに惜しみない拍手を送っ
ていました。その後、園児らは甲冑隊オリジナル折
り紙でかぶと作りに挑戦。武将らに折り方を教わっ
たり、甲冑に触れたりと時空を超えて訪れた武将と
の交流に、園児らは満面の笑みを浮かべていました。

豆腐作りに挑戦

忍城おもてなし甲冑隊に大感激
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今
月
は
、
そ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら
抜
群
の
話
題
性

を
持
つ
行
田
の
郷
土
食
「
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
」
を
、
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
活
動
す
る
、
行
田
ゼ

リ
ー
フ
ラ
イ
研
究
会
代
表
の
松
井
秀
二
郎
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

　
「
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
思
い
出
？
特
に
な
い
ん
で
す
よ
。

家
で
食
べ
た
く
ら
い
か
な
」
松
井
さ
ん
に
と
っ
て
、
ゼ

リ
ー
フ
ラ
イ
は
昔
か
ら
特
別
な
存
在
と
い
う
わ
け
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
平
成
19
年
６
月
、
Ｂ
級
ご

当
地
グ
ル
メ
で
ま
ち
お
こ
し
を
し
よ
う
と
全
国
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
始
め
た
「
Ｂ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

の
第
２
回
富
士
宮
大
会
に
行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
研
究

会
を
設
立
し
た
友
人
と
共
に
初
出
展
。
そ
こ
で
他
の

出
展
団
体
の
仲
間
か
ら
、
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
由
来
や

名
前
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
そ
し
て
そ
の
お
い
し
さ
を
称

賛
さ
れ
「
市
外
に
出
る
と
、
ほ
と
ん
ど
名
前
も
知
ら

れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
行
田
で
１
０
０
年
近
く
も
受

け
継
が
れ
て
き
た
食
文
化
を
も
っ
と
誇
り
に
思
っ
て

も
い
い
ん
だ
」
と
全
国
に
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
気
持
ち
に
火
が
つ
い
た
そ
う
で
す
。

　

大
会
出
場
以
降
、
同
会
で
は
会
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
考
案
し
た
り
、
ス
テ
ッ
カ
ー
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
な

ど
を
作
製
し
た
り
と
活
動
を
本
格
化
。
ま
た
、
市
に

よ
る
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
会
の
開
催
や
他
市
他
県
で
の
イ

ベ
ン
ト
に
出
展
す
る
な
ど
し
た
こ
と
で
、
ゼ
リ
ー
フ

ラ
イ
の
名
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
昨
年
の
Ｂ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
厚
木
大
会
ま
で

４
年
連
続
で
出
場
し
、
多
く
の
出
展
者
と
の
交
流
を

果
た
し
て
き
た
松
井
さ
ん
は
、「
大
会
出
展
の
た
び
に

各
地
の
新
た
な
グ
ル
メ
の
存
在
に
驚
か
さ
れ
ま
す
が
、

同
時
に
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
が
持
つ
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ

と
し
て
の
実
力
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
す
」
大
会

出
展
の
目
標
は
あ
く
ま
で
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
認
知
度

ア
ッ
プ
。
ほ
か
の
グ
ル
メ
に
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
持
つ

こ
と
な
く
、
ま
ち
の
活
性
化
を
願
う
者
同
士
が
集
え

る
大
会
へ
の
参
加
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｂ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
関
東
版
で
あ
る
関
東
Ｂ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
が
９
月
10
日
・
11
日
に
行
田
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
同
大
会
の
副
実
施
本
部
長

も
務
め
る
松
井
さ
ん
。「
こ
の
大
会
は
２
日
間
で
15
万

人
も
の
来
場
者
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
お
越
し
い
た

だ
い
た
方
々
に
大
会
と
行
田
の
ま
ち
を
堪
能
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
市
民
全
体
で
お
も
て
な
し
が
で
き
た

ら
最
高
で
す
ね
」
今
大
会
を
成
功
さ
せ
、
い
ず
れ
全

国
大
会
を
誘
致
し
た
い
と
、
熱
々
な
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ

と
同
じ
く
ら
い
熱
い
情
熱
を
持
っ
て
、
郷
土
食
の
Ｐ

Ｒ
を
続
け
て
い
ま
す
。

	

城
西	

八
木
橋
近
蔵

湯
宿
に
て
膳
に
並
び
し
春
の
使
者

	

桜
町	

吉
岡　

守
子

白
水
仙
甘
く
に
お
え
る
宵
の
庭

	

忍	

丸
山　

連
子

薄う
す
ら
ひ氷
を
ふ
ん
づ
け
て
ゆ
く
反
抗
期

	

犬
塚	

細
井
喜
美
江

涙
あ
ふ
る
園
児
の
唱う

た歌
や
ひ
な
祭

	

前
谷	

石
井
マ
サ
子

自
己
流
の
ス
ト
レ
ッ
チ
し
て
春
恋
し

	

前
谷	

町
田　

貞
子

近
頃
は
雪
と
雷
同
居
し
て

	

城
南	

町
田　

達
男

や
わ
ら
か
な
日
ざ
し
を
浴
び
て
寒
ざ
く
ら

	

持
田	

伊
藤　

洋
子

う
ぐ
い
す
や
憂
き
こ
と
忘
る
至
福
の
音

	

城
西	

西
田
吉
之
助

閉
ざ
す
庭
虫
の
這は

い
出
す
頃
と
な
り

	

城
南	

橋
本
千
枝
子

道
祖
神
よ
り
そ
う
袖
に
春
の
ち
り

俳 

句

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書	

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

城
西	

新
井
喜
榮
子

福
寿
草
雪
の
帽
子
を
は
ね
の
け
て

	

荒
木	

髙
沢
よ
ね
子

春
厨
弁
当
作
る
母
の
声

	

荒
木	

藤
田　

栄
之

忘
却
も
良
薬
と
せ
ん
月
お
ぼ
ろ

	

持
田	

丸
山　

麟
一

行
く
鳥
に
来
る
鳥
も
あ
り
春
う
ら
ら

	

城
南	

千
代
田
富
子

ろ
う
ば
い
に
顔
よ
せ
あ
う
て
老
夫
婦

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『
書
』

立
原
道
造
「
薊
の
花
の
す
き
な
子
」
言
よ
り

大
塚　

あ
き
（
野
）

私
の
作
品

私
の
作
品

Ｂ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
で

�

郷
土
食
に
誇
り
と
情
熱
を

松
井　

秀
二
郎 

さ
ん
（
55
歳･

持
田
）



川
島　

風ふ
う
が駕

ち
ゃ
ん（
須
加
）

父
・
政
明
さ
ん　

母
・
円
香
さ
ん

平
成
22
年
４
月
６
日
生
ま
れ

「
い
い
子
に
、た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
♡
」

門
井 

陽ひ

な

の
菜
乃
ち
ゃ
ん（
栄
町
）

父
・
信
樹
さ
ん　

母
・
愛
弓
さ
ん

平
成
22
年
４
月
12
日
生
ま
れ

「
元
気
に
育
っ
て
ね
！
」
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今
月
は
、
市

内
で
唯
一
「
小

筆
」
を
使
っ
て

書
道
を
楽
し
ん

で
い
る
、
小
筆

ク
ラ
ブ
を
紹
介

し
ま
す
。

　

ペ
ン
習
字
ク

ラ
ブ
と
し
て
結

成
さ
れ
た
同
ク

ラ
ブ
は
、
平
成

７
年
か
ら
ペ
ン

を
筆
に
持
ち
替

え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
同
ク
ラ
ブ
に

は
埼
玉
地
区
の
女
性
７
人
が
所
属
し
、
毎
週
水

曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で
、
埼
玉

公
民
館
で
書
道
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
同
公
民
館
の
文
化
祭
で

は
、
メ
ン
バ
ー
の
作
品
を
展
示
し
、
日
ご
ろ
の

活
動
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
「
字
を
上
手
に
書

き
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
た
方
が
ほ
と

ん
ど
。
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
筆
を
握
る
機
会
が

あ
ま
り
な
く
、
最
初
は
手
が
震
え
て
理
想
的
な

字
が
書
け
な
か
っ
た
方
も
い
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
も
、
同
ク
ラ
ブ
を
15
年
間
指
導
し
て
い
る

金
子
東
園
先
生
の
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
教
え

の
お
か
げ
で
、
今
で
は
メ
ン
バ
ー
の
誰
も
が
流

れ
る
よ
う
に
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
書
道
教
室
の
よ
う
に

全
員
が
同
じ
文
字
を
書
く
の
で
は
な
く
、
夏
目

漱
石
な
ど
有
名
な
作
家
や
詩
人
が
残
し
た
格
言

集
や
作
品
集
の
中
か
ら
、
先
生
が
心
打
つ
言

葉
を
選
び
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
気
に
入
っ

た
言
葉
を
小
筆
で
書
に
す
る
と
い
う
と
て
も
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
。
繊
細
な
文
字
を
連
ね
て
表
現

し
た
作
品
は
、
芸
術
的
な
要
素
だ
け
で
は
な
く
、

文
学
的
な
要
素
も
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
作
品
に
出
会
っ
た
人
の
心
に
も
潤
い
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

　
「
日
々
の
生
活
を
忘
れ
、
集
中
し
て
作
品
を

書
き
上
げ
る
時
間
が
と
て
も
心
地
良
い
で
す
」

と
語
る
同
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
お

気
に
入
り
の
言
葉
に
思
い
を
込
め
な
が
ら
、
世

界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
作
り
に
筆
を
走
ら
せ
続

け
ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

松
岡
宅
☎
５
５
９―

４
７
２
６

若
野　

流る

か楓
ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
晋
也
さ
ん　

母
・
晴
江
さ
ん

平
成
22
年
４
月
21
日
生
ま
れ

「
僕
、泣
き
虫
だ
け
ど
よ
ろ
し
く
ね
！
」

長
谷
川 

侑ゆ

り里
ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
真
司
さ
ん　

母
・
佳
代
さ
ん

平
成
22
年
４
月
28
日
生
ま
れ

「
明
る
い
元
気
な
子
に
！
」

田
畑　

彩さ

き希
ち
ゃ
ん（
持
田
）

父
・
仁
さ
ん　

母
・
あ
ゆ
み
さ
ん

平
成
22
年
４
月
27
日
生
ま
れ

「
か
わ
い
い
笑
顔
を
沢
山
見
せ
て
ね
♡
」

小筆クラブ
～世界に一つだけの書～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○4月28日(木)までに電話またはＥメー
ルで広報広聴課広報広聴
担当(内線318) ※応募要
領は市ホームページをご
覧ください。

○応募者多数の場合は、5月6日(金)午
前11時から市役所203会議室で公開抽
選を行います。

平成22年6月生まれの
お子さんを募集します



催し・募集
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広告

▼
日
時　

５
月
４
日
㈬
午
前
10
時
～

午
後
８
時　

▼
場
所　

さ
き
た
ま
古

墳
公
園　

▼
内
容　

採
火
行
列
、
輦れ
ん

台
行
列
、
古
代
住
居
炎
上
、
御
神
火

降
り
、
花
火
打
ち
上
げ
、
野
菜
の
販

売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か　

▼

無
料
バ
ス　

古
代
蓮
の
里
お
よ
び
ム

ベ
ア
長
野
工
業
団
地
内
～
会
場
、
Ｊ

Ｒ
北
鴻
巣
駅
～
む
さ
し
の
ホ
ー
ル
湯

本 

▼
問
い
合
わ
せ　

さ
き
た
ま
火

祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
埼
玉
公

民
館
内
）
☎
５
５
９―

０
０
４
７

▼
日
時　

５
月
29
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
４
時　

▼
場
所　
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
」
２
階
学
習
室　

▼
対
象 

市
内
外
を
問
わ
ず
結
婚
を
希
望
す
る

25
歳
～
49
歳
の
独
身
の
方　

▼
定
員 

男
女
各
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
し
、
結
果
は
後
日
通
知

し
ま
す
） 

▼
参
加
費　

３
０
０
円

（
当
日
徴
収
） 

▼
そ
の
他　

ビ
ン
ゴ

を
行
い
ま
す
の
で
、
１
人
１
千
円
程

度
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
当
日
ご
用
意
く

だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み　

住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
趣
味
・
特
技
、

自
己
Ｐ
Ｒ
を
記
入
し
た
も
の
（
様
式

自
由
）
と
80
円
切
手
１
枚
を
同
封
の

う
え
、
５
月
６
日
㈮
～
20
日
㈮
（
当

日
消
印
有
効
）に
郵
送
。（
〒
３
６
１

―

８
６
０
１ 

行
田
市
役
所
生
活
課
）

※
電
話
予
約
不
可　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
課
市
民
生
活
担
当
（
内
線

２
５
２
）

▼
期
日　

８
月
８
日
㈪
～
11
日
㈭ 

▼
内
容　

長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平

和
祈
念
式
典
へ
の
参
加
、
長
崎
市
長

表
敬
、
被
爆
遺
構
巡
り
な
ど
を
通
し

て
被
爆
地
の
様
子
や
被
爆
者
を
取
材

し
ま
す
。 

▼
募
集
人
数　

全
国
か

ら
18
人
（
３
年
生
以
上
の
小
学
生
１

人
と
そ
の
保
護
者
１
人
の
９
組
）
※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選　

▼
参

加
費
補
助　

交
通
費
、
宿
泊
代
、
１

組
あ
た
り
の
取
材
経
費
１
万
円　

▼

申
し
込
み　

は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
住
所
、
参
加
者
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
性
別
、
小
学
生
の
学
校
名
・

学
年
、電
話
番
号
、保
護
者
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
性
別
・
押
印
（
は
が
き

の
場
合
）、
平
和
を
願
う
一
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
明
記
の
う
え
、
５
月
10
日

㈫
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
日
本

非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
事
務
局

（
長
崎
市
平
和
推
進
課
内
）【
は
が
き
】

〒
８
５
２―

８
１
１
７ 

長
崎
市
平

野
町
７―

８
【
Ｅ
メ
ー
ル
】info@

nucfreejapan.com
.　

▼
問
い
合

わ
せ　

同
協
議
会
事
務
局
☎
０
９
５

―

８
４
４―

９
９
２
３

▼
日
時　

５
月
８
日
㈰
午
前
10
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館　

▼

入
場
無
料　

▼
主
催　

行
田
市
民
謡

協
会　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
協
会
岩
崎
宅
☎
５
５
６―

３
９
４
６

▼
日
時　

４
月
30
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時　

▼
場
所　

長
光
寺
（
須
加
地

区
）
石
の
蔵
「
空
華
」 

▼
内
容　

音

楽
に
よ
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
体
験
、
ア
フ

リ
カ
ン
ド
ラ
ム
を
叩
い
て
ス
ト
レ
ス

解
消　

▼
定
員　

30
人　

▼
参
加
費 

大
人
８
０
０
円
、
子
ど
も
５
０
０
円

（
菓
子
・
ド
リ
ン
ク
付
き
） 

▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ　

吉
田
宅
☎

５
５
７―

２
３
８
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）

▼
日
時　

５
月
15
日
㈰
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所　

中
央
公
民
館

第
２
学
習
室
（「
み
ら
い
」
内
） 

▼

参
加
無
料　

▼
主
催　

家
庭
倫
理
の

会
行
田
市
、
し
き
な
み
短
歌
会　

▼

後
援　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員

会　

▼
申
し
込
み　

開
催
日
当
日
会

場
に
て　

▼
問
い
合
わ
せ　

塚
田
宅

☎
５
５
５―

２
２
７
１

▼
日
時　

５
月
１
日
～
７
月
10
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
11
回
）
午
前
10
時

～
正
午　

▼
場
所　

総
合
公
園
弓
道

場　

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

18
歳
～
60
歳
の
方　

▼
定
員　

15
人 

▼
費
用　

３
千
５
０
０
円　

▼
主
催 

行
田
市
弓
道
連
盟　

▼
申
し
込
み 

４
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・
23
日
㈯
・

24
㈰
の
午
後
１
時
～
４
時
30
分
に
総

合
公
園
弓
道
場　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
連
盟
林
宅
☎
５
５
４―

０
９
７
５

▼
日
時　

５
月
７
日
㈯
～
９
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
９
日
は
午
後

４
時
30
分
ま
で
） 

▼
場
所　

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー　

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ

せ　

行
田
山
草
会
新
島
宅
☎
５
５
６

―
１
５
８
０

 

第
26
回
さ
き
た
ま
火
祭
り

 

親
子
記
者
事
業
参
加
者

津
軽
三
味
線　

民
謡
と
舞
踊
の
祭
典

 

第
36
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

 

第
２
回 

歴
史
あ
る
蔵
で

 

音
楽
に
よ
る
癒
し
体
験

 

初
め
て
の
短
歌
会

 

初
心
者
弓
道
教
室

 

春
の
山
草
展

 

第
９
回  

で
あ
い
の
つ
ど
い



回 

午
後
１
時
30
分
～
３
時　

▼
場

所　

①
佐
間
公
民
館　

②
星
宮
公
民

館　

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み

ず
し
ろ　

▼
対
象　

市
内
在
住
で
65

歳
以
上
の
方　

▼
定
員　

各
15
人

（
初
心
者
優
先
・
先
着
順
） 

▼
参
加

費　

２
０
０
円（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
） 

▼
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル　

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

４
月
18
日
㈪
午
前
９

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

５
月
22
日
㈰
午
後
１
時
～

５
時　

▼
場
所　
「
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

▼
バ
ン

ド　

ワ
ン
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド　

▼
参
加

費　

１
千
円　

▼
主
催　

行
田
市
ソ

シ
ア
ル
ダ
ン
ス
連
盟　

▼
後
援　

埼

玉
県
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
、
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
体
育
協
会 

▼
問
い
合
わ
せ　

島
崎
宅
☎
５
５
４

―

３
６
７
３

▼
日
時　

５
月
12
日
～
６
月
16
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
５
回
）
午
前
10
時

▼
期
日　

５
月
14
日
㈯
※
雨
天
決
行 

▼
集
合
場
所　

市
内
循
環
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
駐
車
場　

▼
内
容　

新
緑
の

香
り
を
感
じ
な
が
ら
、
千
葉
県
館
山

市
内
を
歩
く
（
状
況
に
よ
り
変
更
の

場
合
あ
り
） 

▼
対
象　

市
内
在
住
・

在
勤
で
小
学
生
以
上
の
方
（
小
・
中

学
生
は
、
保
護
者
ま
た
は
責
任
者
の

同
伴
が
必
要
） 

▼
定
員　

90
人
（
先

着
順
） 

▼
参
加
費　

大
人
２
千
円
、

中
学
生
以
下
１
千
円
（
バ
ス
代
、
保

険
料
） 

▼
そ
の
他　

ま
と
め
て
申
し

込
む
場
合
は
、
代
表
者
１
人
に
つ
き

３
人
ま
で　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

４
月
17
日
㈰
午
前
９
時
～
正

午
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎

５
５
６―

８
３
３
６

▼
日
時　

４
月
17
日
～
７
月
31
日
の

毎
週
日
曜
日 

午
前
９
時
～
11
時 

▼
場
所　

富
士
見
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト　

▼
対
象　

初
心
者
お
よ
び
競
技

指
向
の
方　

▼
参
加
費　

５
０
０
円

※
参
加
当
日
徴
収　

▼
そ
の
他 

ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
可
能
、

シ
ュ
ー
ズ
は
個
人
で
用
意　

▼
主

催　

行
田
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟 

▼
申
し
込
み　

参
加
当
日
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
て　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
連
盟
理
事
長
大
西
☎
０
８
０―

５
４
９
２―

２
２
３
９
、
Ｅ
メ
ー
ル

m
ariah_carey@

yahoo.co.jp

▼
日
時　

５
月
７
日
～
７
月
９
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
10
回
）
午
前
９
時

～
10
時
30
分
※
予
備
日
７
月
16
日
・

23
日　

▼
場
所　

富
士
見
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト　

▼
対
象　

小
学
生　

▼

定
員　

40
人
（
１
～
３
年
生
、
４
～

６
年
生
そ
れ
ぞ
れ
20
人
） 

▼
参
加
費 

３
千
円 

▼
服
装　

運
動
し
や
す
い

服
装　

▼
そ
の
他　

貸
与
ラ
ケ
ッ
ト

数
本
有
り　

▼
主
催　

行
田
ジ
ュ
ニ

ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ　

▼
後
援　

行
田

市
テ
ニ
ス
協
会　

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

月
～
金
曜
日
の
午
後
７

時
～
９
時
に
同
ク
ラ
ブ
代
表
横
田
宅

☎
５
５
４―

８
１
６
４

▼
日
時　

①
５
月
11
日
～
６
月
１
日

の
毎
週
水
曜
日 

②
７
月
６
日
・
13

日
、
８
月
３
日
・
17
日
の
各
水
曜
日 

③
７
月
14
日
・
28
日
、
８
月
11
日
・

25
日
の
各
木
曜
日 

い
ず
れ
も
全
４

～
正
午
※
６
月
２
日
は
除
く　

▼
場

所　
「
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
Ｃ
面　

▼
対
象　

初
心

者　

▼
定
員　

30
人　

▼
参
加
費 

１
千
円
（
保
険
料
含
む
） 

▼
持
ち
物 

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
※
ラ
ケ
ッ

ト
、
シ
ャ
ト
ル
は
主
催
者
が
用
意 

▼
主
催　

行
田
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連

盟　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

笠
原
宅
☎
５
５
６―

０
４
６
３
（
午

後
１
時
以
降
）

▼
日
時　

５
月
22
日
㈰
午
前
６
時
市

内
循
環
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
出

発　

▼
行
程　

行
田―

日
光
明
智

平―

茶
ノ
木
平―

半
月
山―

半
月

山
駐
車
場―

行
田
（
バ
ス
利
用
） 

▼

歩
行
時
間　

約
４
時
間　

▼
参
加
費 

３
千
５
０
０
円
（
乗
り
物
代
な
ど
） 

▼
定
員　

50
人
（
先
着
順
） 

▼
服
装 

長
ズ
ボ
ン
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
帽
子
、

登
山
靴
、
ザ
ッ
ク
な
ど
歩
き
や
す
い

服
装　

▼
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、

雨
具
、
替
え
靴
下
・
下
着
な
ど　

▼

申
し
込
み　

参
加
費
を
添
え
て
４
月

17
日
㈰
午
前
９
時
～
11
時
30
分
に
中

央
公
民
館
第
３
学
習
室
（「
み
ら
い
」

内
） 
▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
山
の
会

河
田
宅
☎
５
５
４―

３
４
５
０

広告
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い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

 

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室

 

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

 

第
23
回
春
の
舞
踏
大
会

 

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　

花
と
湖
を
見
な
が
ら

 

日
光
明
智
平
か
ら
半
月
山

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室



催し・募集

２
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円
※
着

物
で
参
加
の
方
は
参
加
費
無
料
「
Ｍ

ｙ
足
袋
づ
く
り
体
験
」
１
千
円
割
引

券
プ
レ
ゼ
ン
ト
。 

▼
特
典　

足
袋

と
く
ら
し
の
博
物
館
の
入
館
無
料
、

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
無
料
、
藍
染

体
験
割
引　

▼
そ
の
他　

一
日
ま
た

は
二
日
間
の
参
加
も
可
。 

▼
主
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク　

▼
問
い
合
わ
せ　

同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

☎
５
５
２―

１
０
１
０

▼
日
時　

４
月
13
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時
50
分
（
受
け
付
け
は
午
後
４
時

ま
で
） 

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
離
婚
、

交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認
可
関

係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
事
（
予
約

制
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政

書
士
会
埼
北
支
部（
行
田
地
区
担
当
）

大お
お

庭ば

☎
５
５
４―

２
７
０
２

▼
日
時　

５
月
18
日
㈬
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

不
動
産
に
関
し
て
分

か
ら
な
い
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳
埼
玉
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
北
埼
支
部
☎
５
６
２

―

５
９
０
０

▼
日
時　

５
月
28
日
㈯
午
後
２
時
30

分　

▼
場
所　

忠
次
郎
蔵　

▼
定
員 

18
人
（
先
着
順
） 

▼
費
用　

１
千
円 

▼
持
ち
物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン 

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎
蔵 

▼
そ
の
他　

卒
業
生
は
、
蔵
内
に
名

前
が
掲
載
さ
れ
、
希
望
者
に
は
引
き

続
き
中
級
、
上
級
を
用
意
し
て
い
ま

す
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

同
蔵
☎
５
５
６―

９
９
８
８
（
火
～

日
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

忠
次
郎
蔵.biz

）

▼
日
時　

５
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
１
時　

▼
場
所　

熊
谷
市
立
商

工
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル
（
熊
谷
市
宮

町
２―

39
） 
▼
相
談
員　

埼
玉
弁
護

士
会
熊
谷
支
部
所
属
弁
護
士　

▼
問

い
合
わ
せ　

同
支
部
☎
５
２
１―

０
８
４
４

▼
日
時　

４
月
15
日
㈮
午
後
１
時
～

４
時（
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分
） 

▼
場
所　

埼
玉
弁
護
士
会
館
（
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
高
砂
４―

７―

20
） 

▼
内
容　

遺
言
、
相
続
に
関
す
る
法

律
相
談　

▼
費
用
無
料　

▼
問
い
合

わ
せ　

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
０
４
８―

７
１
０―

５
６
６
６

▼
募
集
科
目　

機
械
科
（
デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム
） 

▼
訓
練
期
間　

１
年 

▼
対
象　

お
お
む
ね
35
歳
ま
で
の
求

職
者　

▼
定
員　

20
人　

▼
願
書
出

願　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田
で
受
付
印

を
押
印
し
て
も
ら
っ
た
願
書
を
４
月

22
日
㈮
～
５
月
18
日
㈬
に
直
接
同
校 

▼
選
考
日　

５
月
24
日
㈫　

▼
選
考

場
所　

同
校
（
熊
谷
市
新
堀
新
田

５
２
２
） 

▼
選
考
方
法　

面
接
試
験 

▼
合
格
発
表　

５
月
27
日
㈮　

▼
入

校
日　

８
月
22
日
㈪　

▼
そ
の
他 

随
時
施
設
見
学
可
（
事
前
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
） 

▼
問
い
合

わ
せ　

同
校
☎
５
３
２―

６
５
５
９
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《住民基本台帳人口》
人口85,781人　　男42,737人　　女43,044人　　世帯数32,630世帯
2月中の異動　出生43人　転入等118人　死亡58人　転出等191人

行田市の人口と世帯
（平成23年3月１日現在）

　

歴
史
小
説
「
の
ぼ
う
の
城
」
の
映

画
公
開
日
が
９
月
17
日
㈯
に
決
定

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
勢
の
観
光

客
が
本
市
を
訪
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
訪
れ
た
方
々
に
行
田
の
魅
力

を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か

ら
勉
強
し
よ
う
と
い
う
方
に
は
、
先

輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が
丁
寧
に

教
え
ま
す
。

▼
年
会
費　

２
千
円　

▼
問
い
合
わ

せ　

観
光
案
内
所
（
行
田
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
受
付
）
☎
５
５
０―

１
６
１
１
ま
た
は
行
田
市
観
光
協
会

（
商
工
観
光
課
内
・
内
線
３
８
２
）

▼
日
時　

５
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
22
日
は
午
後

３
時
ま
で
）
※
雨
天
決
行　

▼
集
合

場
所　

足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム　

▼
内
容　

ゆ
っ
く
り
歩
い

て
行
田
の
ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見
し

ま
し
ょ
う
。
市
内
中
心
部
に
あ
る
16

棟
の
足
袋
蔵
な
ど
で
、
作
品
展
示
・

販
売
、
演
奏
会
、
遊
び
体
験
な
ど
を

同
時
開
催
。
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
・
人

力
車
も
登
場
。 

▼
参
加
費　

大
人

 

行
田
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

 
行
政
書
士
無
料
相
談
会

忠
次
郎
蔵

 「
そ
ば
打
ち
教
室
14
期
生
」
初
級

 

不
動
産
無
料
相
談

 

憲
法
記
念
無
料
法
律
相
談

 

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

 

平
成
23
年
８
月
入
校
生

 

遺
言
の
日
記
念

 

相
続
問
題
相
談
会

第
７
回
蔵
め
ぐ
り
ま
ち
あ
る
き

―

蔵
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
１―



２
５
２
２　

Ｅ
メ
ー
ルk-koza@

ris.ac.jp

▼
日
時　

４
月
19
日
㈫
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

熊
谷
市
立
商
工
会

館
２
階
大
ホ
ー
ル
（
熊
谷
市
宮
町
２

―

39
） 

▼
対
象　

平
成
24
年
３
月
に

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
を
卒

業
見
込
み
の
方
お
よ
び
１
～
３
年
以

内
の
既
卒
の
方　

▼
参
加
企
業　

15

社
（
予
定
） 

▼
そ
の
他　

履
歴
書
持

参
、
入
退
場
自
由
、
参
加
企
業
の
求

人
な
ど
の
情
報
誌
を
配
布　

▼
問
い

合
わ
せ　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

☎
０
４
８―

６
４
７―
４
１
８
５

　

開
館
10
周
年
を
記
念
し
、
古
代

蓮
会
館
を
無
料
開
放
し
ま
す
。
展

示
室
の
ジ
オ
ラ
マ
や
蓮
の
シ
ア

タ
ー
、
展
望
室
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。そ
の
他
、

ア
ニ
メ
上
映
会
「
グ
リ
ム
名
作
劇

場
６
人
の
ご
う
け
つ
」、「
グ
リ
ム

名
作
劇
場
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽

隊
」、「
名
作
童
話
オ
ズ
の
ま
ほ
う

つ
か
い
」
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

４
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
入

館
受
け
付
け
は
午
後
４
時
ま
で
） 

▼
そ
の
他　

露
店
市
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
に

売
店
お
よ
び
う
ど
ん
店
で
合
計

２
千
円
以
上
購
入
し
た
レ
シ
ー
ト

を
、
４
月
22
日
～
30
日
に
受
付
に

提
示
し
た
方
へ
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念

品
を
進
呈
し
ま
す
。

　

期
間
中
、
古
代
蓮
会
館
に
入
館

し
た
小
・
中
学
生
を
対
象
に
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
※

入
館
料
２
０
０
円
が
必
要

▼
期
間　

５
月
１
日
㈰
～
５
日
㈭

（
２
日
㈪
の
休
館
日
を
除
く
） 

▼

そ
の
他　

景
品
が
無
く
な
り
次
第

終
了
す
る
場
合
あ
り

▼
日
時　
【
第
１
回
】
６
月
８
日
㈬

【
第
２
回
】
10
月
13
日
㈭　

午
前
10

時
～
正
午　

▼
場
所　

県
立
行
田
特

別
支
援
学
校　

▼
内
容　

学
校
概
要

説
明
、
授
業
見
学
な
ど　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

第
１
回
は
６
月

３
日
㈮
ま
で
、
第
２
回
は
10
月
７
日

㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同

校
教
頭
岡
村
☎
５
５
４―

３
３
０
２ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
０―

１
０
５
５

▼
日
時　

６
月
４
日
～
７
月
９
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
０
時

50
分
～
２
時
20
分　

▼
場
所　

立
正

大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
１
０
１
教

室　

▼
テ
ー
マ　

変
化
を
読
む　

▼

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
） 

▼
受

講
無
料　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
〒
３
６
０―

０
１
９
４　

熊
谷
市

万
吉
１
７
０
０　

立
正
大
学
法
学
部

事
務
室
公
開
講
座
係
）
☎
５
３
６―

６
０
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
３
６―
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県
立
行
田
特
別
支
援
学
校

 

学
校
公
開

 

第
１
次
求
人
企
業

 

合
同
面
接
会

立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

 

前
期
公
開
講
座

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

古
代
蓮
会
館

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
10
周
年
記
念

 

無
料
開
放
イ
ベ
ン
ト

古
代
蓮
の
里

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

 
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

ク ラ ブ 名 活　動　日　時 活 動 場 所 内　　　　容 対　　象 会　費 申し込み・問い合わせ

ＳＡファイトクラブ 毎週土曜日の午前10時
～ 11時

グリーンアリーナ
剣道場ほか

ボクシングの動作を取り入れたエ
クササイズなどを行い、脂肪燃焼
を促進させダイエット効果を高め
ます。

18歳以上
の方

月額
2,000円

直接または電話でグ
リーンアリーナ
※ 先着順(定員になり

次第、入会待ちとし
ての受け付けに変
更となります）

☎553-3377
ピラティスクラブ 毎週土曜日の午前11時

10分～午後0時10分
グリーンアリーナ
柔道場ほか

バレエやヨガの要素を取り入れた
エクササイズであるピラティスを
行い、柔軟性や筋力、バランスなど
を養うことで、美容や肩こり・腰
痛などの改善に役立てます。

月額
3,000円

グリーンアリーナ　いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員
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忍
城
を
築
い
た
成
田
氏
は
「
成
田
系
図
」
に
よ

れ
ば
、
平
安
時
代
に
京
よ
り
国
司
（
武
蔵
国
の
長

官
）
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
藤
原
氏
一
族
の
子
孫

が
、
成
田
郷
（
熊
谷
市
東
部
か
ら
行
田
市
西
部
）

を
拠
点
と
し
て
勢
力
を
持
ち
、
成
田
姓
を
名
乗
っ

た
と
さ
れ
ま
す
。
鎌
倉
幕
府
の
歴
史
を
編
さ
ん
し

た
「
吾
妻
鑑
」
に
は
、
文
治
５
年
（
１
１
８
９
）

の
源
頼
朝
の
奥
州
出
兵
や
、
鎌
倉
幕
府
と
京
都
の

朝
廷
が
戦
っ
た
承
久
の
乱
に
成
田
氏
の
一
族
が
出

陣
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
戦

い
で
軍
功
を
あ
げ
て
、
成
田
氏
は
鎌
倉
幕
府
の
御

家
人
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。
鎌

倉
時
代
後
期
に
な
る
と
、
成
田
氏
の
親
戚
で
武
蔵

国
賀
美
郡
安
保
郷
（
埼
玉
県
神
川
町
）
を
拠
点
と

し
て
い
た
安
保
氏
の
一
族
が
成
田
氏
の
所
領
を
譲

り
受
け
、
さ
ら
に
は
成
田
姓
を
名
乗
り
家
名
を
継

い
で
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

室
町
時
代
中
期
の
享
徳
３
年
（
１
４
５
４
）、

鎌
倉
公
方
足
利
氏
と
関
東
管
領
上
杉
氏
の
対
立
か

ら
享
徳
の
乱
が
起
こ
り
、
関
東
地
方
は
１
３
０
年

余
り
に
及
ぶ
戦
国
時
代
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
し

た
。
両
者
の
抗
争
の
舞
台
と
な
っ
た
下
総
・
武

蔵
・
上
野
の
国
境
付
近
で
は
、
15
世
紀
中
ご
ろ
か

ら
多
く
の
城
郭
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一

つ
が
忍
城
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
明

11
年
（
１
４
７
９
）
閏う
る
う９
月
24
日
付
け
の
足
利
成し
げ

氏う
じ

書
状
か
ら
、
こ
の
年
ま
で
に
は
忍
城
が
築
城
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

永
正
６
年
（
１
５
０
９
）、
忍
城
の
成
田
顕あ
き

泰や
す

を

訪
れ
た
連
歌
師
宗
長
は
そ
の
光
景
を
「
水
郷
也
、

館
の
め
ぐ
り
四
方
沼
水
幾
重
と
も
な
く
蘆
の
霜
か

れ
、
廿
余
町
四
方
に
か
け
て
、
水
鳥
多
く
見
え
わ

た
る
さ
ま
な
る
べ
し
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
忍
城
は

荒
川
水
系
の
伏
流
水
が
わ
き
出
す
沼
地
や
、
そ
の

中
の
小
島
を
巧
み
に
利
用
し
て
築
城
さ
れ
ま
し
た
。

成
田
氏
は
忍
城
を
拠
点
と
し
て
、
群
雄
割
拠
の
戦

国
の
世
の
中
を
生
き
抜
い
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

�

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報 
　広聴担当（内線318）までご連絡
　ください。
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行
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環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

市
報

 ぎ
ょ

う
だ

  N
o.778

今月の表紙

平
成

23
年

4
月

1
日

発
行

■
編

集
・

発
行

／
行

田
市

総
合

政
策

部
広

報
広

聴
課

〒
３６１−８６０１

行
田

市
本

丸
2

番
5

号
　

TE
L

５
５

６
−

１
１

１
１

　
FA

X
５

５
０

−
２

１
１

６
ホ

ー
ム

ペ
ージ

 http://w
w

w
.city.gyoda.lg.jp　

携
帯

サ
イト

 http://w
w

w
.city.gyoda.lg.jp/m

obile/index.htm
l

成
田
氏
と
忍
城
の
築
城

　２月20日、中央公民館で第１回行田市少年少女囲碁大会が開催されました。
　記念すべき第１回目の大会には、遠くは長野県から、中学生以下の児童・生徒93人が
参加。浮き城のまち選手権大会、棋力別認定大会、９路盤戦の３種目で熱戦が繰り広げら
れたほか、プロ棋士の有村比呂司８段や本市出身の吉田晴美初段による指導碁、中島美恵
子２段による入門教室などが行われ、参加者は、力量を試したりレベルアップに励んだり
していました。

天正年間武蔵忍城之図

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介し、行田
のことを改めて知ってもらうことで、すべての市民が観光ガイド
になれるような、おもてなしに役立つ情報を発信していきます。

ちゃん

行く
が

!こぜに
with フラべぇ

　忍
おし

城
じょう

は15世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

の室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

、成
なり

田
た

氏
し

により建
た

てられたと

いわれるお城
しろ

で、関
かん

東
とう

七
なな

名
めい

城
じょう

の一
ひと

つに数
かぞ

えられているんです。

豊
とよ

臣
とみ

軍
ぐん

の石
いし

田
だ

三
みつ

成
なり

によって水
みず

攻
ぜ

めされたことが「のぼうの城
しろ

」

として小
しょう

説
せつ

や映
えい

画
が

で取
と

り上
あ

げられ、話
わ

題
だい

になっているよ。こ

の水
みず

攻
ぜ

めでも城
しろ

が落
お

ちなかったことから別
べつ

名
めい

「浮
う

き城
しろ

」とも

呼
よ

ばれているんだって。明
めい

治
じ

維
い

新
しん

後
ご

にお城
しろ

は取
と

り壊
こわ

されてし

まったけど、昭
しょう

和
わ

63年に再
さい

建
けん

されたのが、現
げん

在
ざい

の忍
おし

城
じょう

御
ご

三
さん

階
かい

櫓
やぐら

。行
ぎょう

田
だ

を代
だい

表
ひょう

する観
かん

光
こう

名
めい

所
しょ

のひとつなんですよ。

忍
おし

  城
じょう

  址
し
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